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研究成果の概要（和文）：東・東南アジアの人々の世界観に影響を及ぼしてきた「基層文化」特

に土着的な信仰（精霊信仰）に着目し、国家宗教やエスニシティ、ナショナリズムとの関係性

について実証的な研究を行った。その結果、現代に生きる民衆の「土着信仰」の実践、国家宗

教とのシンクレティズムの実態、近代的変容について、新しい知見が得られたと自負している。

また、付随的ではあるが、宗教的少数者（この場合、中国におけるイスラーム教徒）の宗教実

践や中央権力との関わりについての実態研究という希少な研究成果も得られた。 

 
研究成果の概要（英文）：Focused on the "fundamental culture", which has deeply affected 
the world view of the people of East and Southeast Asia, especially, on the indigenous 
(animist) beliefs, we have carried out empirical research on relationship between the 
state religion, ethnicity, or nationalism and these beliefs. As a result, the new findings 
were obtained on the practice of "indigenous beliefs" of the people live in this modern 
era, the reality of religious syncretism with the state religion, and on the modern 
transformation of “animist beliefs”. Adding to this , the rare and also really 
interesting research data were also obtained on the practice of religion of the religious 
minority (Chinese Muslim, in this case) and their relationship with the central authority.   
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１．研究開始当初の背景 

  研究代表者および分担者の一部は、平成15 

年度〜17 年度科学研究費補助金によるプロ

ジェクト「アジア家族の変容と『伝統の創造』

に関する比較研究-日本・韓国・中国・タイ-」

（基盤研究（Ｂ）（１））により、「家族圏」

をキーワードに、「儒教家族」ではない、東

アジアにおける「もう一つの家族文化」を明

らかにしようと試み、日本を含むアジア諸国

において、近代国家形成期にどのように変化
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し、後年、自らの家族文化を振り返るに、「近

代家族」「近代的男女規範」という言説を有

するようになったか、という点について、 

問題提起するに至った。しかしそこでは「家

族文化」の共有について検証することができ

たが、しかし、「なぜ家族文化が共有される

のか」という点については、論じ切れていな

い。この点について論じるためには、各地域

の「基層文化」、特に人々の世界観に影響を

及ぼし、日常生活を規定した土着的な信仰、

精霊信仰をも重要な規定要因として考察の対

象にする必要があるという結論に至った。 

 

２．研究の目的 

 日本を含む東・東南アジア6 カ国における

精霊信仰、特に祖霊信仰／先祖崇拝に焦点を

あて、その外来宗教受容プロセスに及ぼす影

響と再編、さらに近代的エスニック・アイデ 

ンティティへの変容／萌芽について比較研
究し、記述することを目指す。 

 

３．研究の方法 

 本研究が調査対象にする日本（南九州もし

くは沖縄、および関西地方）、タイ（バン 

コク周辺およびタイ南部）、フィリピン（ル

ソン島等）、ミャンマー、中国、インド（ケ

ララ州周辺）の6ヵ国におけるインフォーマン

トへのインタビュー調査を中心とする。 

 

４．研究成果 
 研究の蓄積がまだ非常に少ない分野であ
るため、分担者の問題関心が多岐に及び、多
面的な視点から問題提起がなされたと自負
する。新たに提起された視点を大まかに分類
すると以下のようになろう。(1)祈祷師・シ
ャーマンの系譜とその社会的役割（北原、タ
ンタンアウン）(2)世界宗教（仏教、イスラ
ーム教、キリスト教）と土着（精霊）信仰、
エスニシティとの関わり(橋本、野津、長坂)、
(3)政治的・文化的・宗教的少数者の宗教実
践、中央権力との関わり（首藤）、(4)精霊信
仰の「近代化」もしくは「近代的変容」（橋
本、タンタンアウン）以上の視点から、それ
ぞれが多くの研究論文の発表や研究報告を
行った。 
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